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調査の要否を判断→要否を配分機関に報告

　　設置・調査

調査結果の公表

　　　　　通知 不服申し立ては14日以内

必要な場合は再調査

　　

告発により告発者が不利益を受けないように保護

大東文化大学　公的研究費の不正使用に関する受付窓口
（大東文化大学公的研究費の適正管理に関する規程）より

最高管理責任者（学長）

告発者、被告発者、その他関係者

告発者
（研究者、事務、学内外業者、報道、会計検査院等）

【手段】電話、文書、ファクシミリ、電子メールおよび面談等

最高管理責任者
（学長）

【公表内容】

①不正使用に関与した者の氏名・所属
②不正使用の内容
③機関が公表までに行った措置の内容
④調査委員の氏名・所属
⑤調査の方法・手順

調査の実施を決定した場合

不正使用の認定、報告

【調査中における一時的執行停止】

調査委員会は、必要に応じて被告発
者等の調査対象となっている者に対
し、告発等のあった研究活動にかか
わる公的研究費の執行停止を命ずる
ことができる。

統括管理責任者
（副学長、学務局長）

窓口
【学内機関】大東文化大学学務課
【外部機関】林・園部法律事務所

【確認事項】
（１）告発者の氏名、所属、連絡先
（２）不正使用を行ったとされる研究者等の氏名または団体・グループ等の名称＝被告発
者
（３）不正使用の具体的な内容および当該使用を不正とする合理的理由等

懲戒手続き　：「大東文化大学公的研究費の適正管理に関する規程」
　　　　　　　　　「学校法人大東文化学園職員懲戒規程」　　　　　　　　にもとづく

【配分機関へ報告・協議】

調査の実施に際し以下を配分機関に報告、協議。
（１）調査方針
（２）調査対象及び方法等

【報告及び調査への協力】

（１）告発等の受付から２１０日以内に、「最終報告書」を配分機関に提出する。期限までに調査が完了し
ない場合は、調査の中間報告を提出。

（２）調査の過程であっても、不正の事実が一部でも確認された場合には、速やかに配分機関に報告。

（３）配分機関の求めに応じ、調査の終了前であっても、調査の進捗状況報告及び調査の中間報告を当
該配分機関に提出。

（４）調査に支障がある等、正当な事由がある場合は除き、当該事案に係る資料の提出又は閲覧、現地
調査に応じる。

不服申し立ては、「大東文化大学公的研究費の適正管理に関する規程」に基づき対応する。

不正使用調査委員会
【構成メンバー】
(１)　統括管理責任者の中から最高管理責任者が指名する者　２名
(２)　コンプライアンス推進責任者の中から最高管理責任者が指名する者　２名
(３)調査事項に関する学外の有識者の中から最高管理責任者が指名する者　４名以上

【調査内容及び認定】
（１）不正の有無及び不正の内容
（２）関与した者及びその関与の程度
（３）不正使用の相当額
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テキスト ボックス
【学内機関】大東文化大学研究推進室



